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六
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月
一
日
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米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
及
び
拡
大
核
抑
止
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 
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原

口

一

博 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
及
び
拡
大
核
抑
止
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

「
衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
及
び
「
非
核
の
傘
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
二
一
二
第
二
八
号
。
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
及
び
拡
大
核
抑
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て 

 

１ 

昭
和
二
十
年
の
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
が
国
際
法
違
反
で
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
昭
和
三
十
九
年
五
月
二

十
一
日
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
大
平
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
「
実
定
国
際
条
約
で
原
爆
の
使
用
投
下
と
い
う

こ
と
を
規
制
す
る
実
定
国
際
条
約
と
い
う
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
だ
か
ら
、
明
ら
か
に
国
際
条

約
、
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
論
断
は
で
き
な
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

ア 

現
在
に
お
い
て
も
政
府
は
「
明
ら
か
に
国
際
条
約
、
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
論
断
は
で
き
な
い
」
と
い
う
考
え

方
を
維
持
し
て
い
る
か
。 

 
 

イ 

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
七
日
東
京
地
裁
判
決
（
以
下
、
「
東
京
原
爆
裁
判
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
単
に
新

兵
器
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
適
法
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
は
り
実
定
国
際
法
上
の
検
討
に
さ
ら
さ
れ
る
必



 

２ 

 

要
の
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
（
明
治
四
十
五
年
一
月
十
三
日

条
約
第
四
号
。
以
下
、
「
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
」
と
い
う
。
）
等
の
当
時
の
実
定
国
際
条
約
を
検
討
し
て
い
る
。
「
実
定

国
際
条
約
で
原
爆
の
使
用
投
下
と
い
う
こ
と
を
規
制
す
る
実
定
国
際
条
約
と
い
う
も
の
は
な
い
」
た
め
に
、
広
島
、
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
が
「
明
ら
か
に
国
際
条
約
、
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
論
断
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
、
無
差

別
性
、
残
虐
性
を
有
す
る
従
来
に
な
い
新
兵
器
が
発
明
及
び
使
用
さ
れ
、
数
多
の
非
戦
闘
員
で
あ
る
一
般
市
民
の
犠
牲

者
を
生
ん
だ
場
合
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
兵
器
を
規
制
す
る
実
定
条
約
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
政
府
は
、
実
定
条
約

が
な
い
た
め
に
「
明
ら
か
に
国
際
条
約
、
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
論
断
は
で
き
な
い
」
と
の
見
解
を
有
す
る
の

か
。 

 
 

ウ 

第
二
次
世
界
大
戦
に
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
司
法
の
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

東
京
原
爆
裁
判
で
は
、
「
地
上
都
市
に
対
す
る
爆
撃
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
陸
上
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
陸
戦

に
関
す
る
法
規
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
い
う
議
論
も
、
十
分
に
成
立
し
得
る
と
考
え
る
。
」
と
し
て
お
り
、
「
広
島
、

長
崎
両
市
に
対
す
る
原
子
爆
弾
に
よ
る
爆
撃
は
、
無
防
守
都
市
に
対
す
る
無
差
別
爆
撃
と
し
て
、
当
時
の
国
際
法
か
ら

み
て
、
違
法
な
戦
闘
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
す
る
な
ど
、
「
広
島
長
崎
両
市
に
対
す
る
原
子



 

３ 

 

爆
弾
の
投
下
行
為
は
、
国
際
法
に
違
反
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

一
方
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
四
日
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
で
は
、
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
に
つ
い
て
「
イ
タ
リ
ア
を

初
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
交
戦
国
が
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
、
ハ
ー
グ

陸
戦
条
約
の
適
用
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

政
府
は
、
米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て
、
当
時
、
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
が
適
用
さ
れ
て
い
た
と

考
え
て
い
る
の
か
。 

 
 

エ 

米
国
に
よ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
は
、
無
差
別
爆
撃
に
よ
り
市
民
を
殺
傷
す
る
な
ど
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
当
時
に
お
い
て
も
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
な
ど
の
国
際
法
に
違
反
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

２ 

放
射
線
防
護
の
国
際
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
が
、
科
学
的
知
見
の
進
歩
等

を
反
映
し
て
防
護
体
系
を
改
訂
し
て
勧
告
を
公
表
し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
規
制
基
準
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
の
勧
告
を
も
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
に
つ
い
て
、
答
弁
書
「
一
の
２
の
（
三
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
調
査
の
み
な
ら
ず
、
広

島
や
長
崎
の
被
爆
者
の
疫
学
調
査
を
始
め
と
す
る
様
々
な
科
学
的
知
見
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会



 

４ 

 

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
の
調
査
以
外
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
が
ど
の
よ
う
な
組
織
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
た
と
政
府
は

承
知
し
て
い
る
の
か
。 

二 

拡
大
核
抑
止
等
に
つ
い
て 

 

１ 

政
府
は
「
衆
議
院
議
員
今
井
雅
人
君
提
出
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
の
参
加
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」

（
内
閣
衆
質
二
〇
四
第
一
号
）
に
お
い
て
、
「
「
締
結
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

ア 

現
在
に
お
い
て
も
政
府
は
「
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を
維
持
し
て
い
る
か
。 

 
 

イ 

「
衆
議
院
議
員
今
井
雅
人
君
提
出
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
の
参
加
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
に
お
い

て
、
「
我
が
国
と
し
て
安
全
保
障
に
万
全
を
期
す
る
た
め
に
は
、
核
を
含
む
米
国
の
抑
止
力
に
依
存
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
政
府
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
は
米
国
の
核
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。 

 
 

ウ 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
二
回
締
約
国
会
議
に
は
、
米
国
の
同
盟
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

の
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
米
国
の
抑
止
力
の
下
に
あ
る
国
々
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら



 

５ 

 

の
国
々
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
が
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
国
会
議
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

 

２ 

答
弁
書
「
二
の
２
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
核
兵
器
廃
絶
決
議
に
係
る
各
国
間
の
調
整
等
の
取
組
」
や
「
「
軍
縮
・

不
拡
散
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
お
け
る
協
議
等
の
取
組
等
」
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
他

国
に
も
類
似
の
取
組
が
見
ら
れ
る
。
政
府
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
国
際

社
会
の
取
組
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
、
他
国
と
異
な
る
特
段
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。 

 

３ 

令
和
五
年
四
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
で
林
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
核
兵
器
国

を
含
む
全
て
の
関
係
国
の
同
意
等
適
切
な
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
非
核
地
帯
が
設
置
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
政
府
と
し
て
、
南
極
も
含
め
る
と
世
界
に
七
つ
の
非
核
兵
器
地
帯
（
以
下
、
「
非
核
地
帯
」
と
い
う
。
）
が
存
在
す

る
こ
と
を
認
識
し
、
非
核
地
帯
に
北
東
ア
ジ
ア
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
現
在
の
七
つ
の

非
核
地
帯
に
北
東
ア
ジ
ア
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
が

位
置
す
る
北
東
ア
ジ
ア
に
こ
そ
非
核
地
帯
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
取
組
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 



 

６ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


